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令和３年度代議員会を開催
新役員を選任／WEBも活用し日本酪農への支援・理解の獲得を図る

地域交流牧場全国連絡会
令和3年7月発刊
DAIRY FARM NEWS

7
月号
2021

　私は非農家出身で、経験という点では前任の渡辺会長をはじめ、諸先輩方の足元にも及ばない
若輩ではありますが、理事の皆様に推挙いただき、会長の職を拝命することとなりました。コロナ禍
という非常に難しく先の見えない状況で、昨年度はその影響もあり、私たちの大切な仲間が数多く
会を去られることとなりました。私を含め、交牧連に加入している皆様は、酪農という仕事、そして
消費者の方への酪農理解醸成活動に大きな誇りを持って取り組んでおられると思います。20年を
超える歴史を持つ交牧連は、私が就農した当初からあり、私自身も皆様の活動に非常に感銘を受
けて入会に至りました。交牧連や酪農教育ファーム活動等の業界内の認知度を少しでも高め、仲
間や理解者を増やすことが、私に与えられた責任だと思って頑張ってまいります。
　平穏な日々が戻り、皆様と直接お会いできる日を楽しみにしております。

新会長　加茂  太郎 ［千葉県・（株）加茂牧場］

新会長
あいさつ

役員の改選

　任期満了に伴う役員改選が行われ、石川賢一理事（北海道・
（有）石川ファーム）、青沼光理事（富山県・clover farm）、広野豊
理事（香川県・（有）広野牧場）が新たに選任されました。
　また、新役員の互選により、会長に加茂太郎理事（新任、千葉
県・（株）加茂牧場）、副会長に大井幸男理事（新任、岐阜県・大井
牧場）及び砂流裕美子理事（再任、島根県・砂流牧場）が選任
されました。

質疑応答（抜粋）Q&A 
各ブロックで、地域活動費の配分額を超えた額の配分を希望した場合、繰越金を財源として地
域活動費を増やしていただくことはできるか？Q
別途相談となる。まずは各ブロックで活動計画・予算を作成いただきたい。A
令和４年度以降の、会員が集まっての全国研修会の開催基準について、理事会で協議し、示して
ほしい。Q
今は具体的な基準が見いだせない状況ではあるが、理事会で協議していきたい。A
各ブロックで開催されるWEB研修会が全国に共通する内容であるなら、ブロックを超えて参集
してほしい。Q
各ブロックから中央事務局にご連絡いただければ、全ブロックにアナウンスする。A

会長 加茂 太郎
（千葉県・（株）加茂牧場）

副会長 大井 幸男
（岐阜県・大井牧場）

副会長 砂流 裕美子
（島根県・砂流牧場）

監事 原 英輔
（青森県・原牧場）

監事 寺田 繁
（（一社）中央酪農会議 事務局長）

新任理事 石川 賢一
（北海道・（有）石川ファーム）

理事 小沢 正
（福島県・小沢牧場）

理事 柿澤 美里
（神奈川県・柿澤牧場）

新任理事 広野 豊
（香川県・（有）広野牧場）

理事 本部 昇
（宮崎県・（株）本部農場）

理事 西田 敦子
（全国退職女性校長会 顧問）

※退任理事：渡辺 隆幸（北海道・（有）渡辺体験牧場）、澤田 真（石川県・（株）Harmony with）、谷 幸（京都府・谷牧場）

理事 北出 愛
（北海道・（株）山岸牧場）

※広報副担当※広報副担当

理事 小笠原 和美
（愛知県・（有）小笠原牧場）

※クラブ・ユース担当※クラブ・ユース担当

理事 里村 睦弓
（長崎県・（株）さとむら牧場）

新任理事 青沼 光
（富山県・clover farm）

※全国研修会担当※全国研修会担当

■ 新たな仲間が加わりました！　今年度、新たに入会された皆さんをご紹介します。

※広報担当※広報担当

北海道ブロック 関東ブロック 北陸ブロック 近中四ブロック 九州ブロック

澤里牧場（枝幸郡）
（株）TACSしべちゃ（川上郡）

矢澤牧場（茨城県）
（株）Lucy's garden

（千葉県）

松田牧場（株）（石川県）
（株）たち（富山県）

平井農場（愛媛県） 松浦牧場（宮崎県）
熊本県立熊本農業高等学校

（熊本県）



日時 ：令和３年６月３日（木）13時～
手法 ：WEB（ZOOMによる）

令和３年度活動計画（概要）令和３年度地域交流牧場全国連絡会
代議員会を開催

　畜産行政へのご理解と、交流活動へのご尽力に感謝申し上げます。新型コロナの収束
が見通せない中、引き続き各種ガイドライン等も参考に感染対策に取り組んでいただくと
ともに、新型コロナに関連した様々な支援措置もご用意しているので、万一の際は農協等
へご相談いただければと思います。
　先の見えない状況ではありますが、農林水産省としては、業界関係者と一体となって、
消費拡大・理解醸成に取り組み、酪農家の皆様が安心して生乳を生産できるよう全力を

挙げて参ります。皆様方の活動を通じ、消費者の酪農理解・信頼が一層深まること、そして皆様の益々のご活躍と
ご健勝を祈念いたします。

農林水産省生産局畜産部牛乳乳製品課 課長補佐　大平  真紀 氏

　緊急事態宣言が延長され、皆様のところも大変な状況が続いていると思います。生乳需
給に目を向けると、生産は皆様のご努力により伸びていますが、需要については業務用需
要の低迷、特に脱脂粉乳の在庫水準が高まっており、非常に厳しい状況です。家庭内需要
は比較的好調ではありますが、前年ほどの水準には達していません。需要拡大に向けて消
費者の方に応援してもらう状況をどう作っていくかが重要で、それには交牧連の皆様方の
ご協力が必要だと考えています。

　交牧連においては従来通りの活動ができない中、WEBを活用した取り組みや、6/1「牛乳の日」に、昨年度に引
き続き、SNSを活用して消費者等に「ありがとう」を伝える取り組みを実施されました。こういう状況だからこそ、交
牧連の強みを生かして、皆さんでアイデアを出し合い、来年、再来年につながる活動を検討していただければと思
います。

（一社）中央酪農会議 専務理事　迫田  潔 氏

来賓あいさつ

　酪農を巡る情勢や本会活動における諸課題等を踏まえ、WEBも活用しながらスローガン「つなぐ・続ける・育てる」に
沿った活動を展開し、本会の目的である「日本酪農への支援や理解の獲得」の更なる達成を図る。
　なお、コロナ禍の状況を踏まえ、上期における全国段階の活動は全てWEBにて行い、下期については状況等を踏まえて
改めて判断する。

1 つなぐ　～全国的なネットワークを活かした相互研鑚や交流～
① 全国研修会の開催
中央事務局が中心となり、WEBにて開催。         
なお、令和4年度以降、会員が集まっての開催が可能になった場合は、関東ブロックで開催。

② ブロック活動の充実　
WEBも活用しながら、ブロックの実態に応じた活動を企画・実施。      
なお、地域活動費は、ブロック毎の配分額を上限に、各ブロックで決定した活動計画・予算を踏まえ、ブロックから
の申し出により支払う。

③ 情報共有と発信
DFニュースの発行、ホームページ・Facebook等を活用した情報共有。

5 その他（事業を円滑に推進するための活動等）
① 防疫対策の強化
防疫ツールの制作・配布。「交流活動における感染症防疫マニュアル」の改訂。

② 活動ツールの共同作成及び購入の検討・実施
③ 経費節減と予算の適正執行

※詳しくは、冊子「令和３年度決定事項」をご確認ください。

3 育てる　～酪農後継者と酪農理解者の育成～
① クラブ・ユース事業の実施
後継者世代及び担当理事により、WEBによる勉強会の開催等を企画・推進。

② 新規会員の獲得
③ 酪農理解者の獲得

4 WEB等を活用した取り組み
WEBを活用した生活者等に対する情報発信、会員の活動に資するWEB研修会の開催等。

2 続ける　～酪農教育ファーム等の社会貢献活動～
東日本大震災への支援
東北ブロックの会員が中心となって、被災地域の児童への酪農体験を実施。     
他ブロックは現地に出向かない方法で支援。

●活動スローガン

　去る６月３日、本会は令和３年度（第22回）代議員会をWEBにて開催しました。代議員、役員及び関
係者64名が集まり、令和２年度活動報告・収支決算、令和３年度活動計画・収支予算、任期満了に伴う役
員改選等について審議し、全て原案通り承認されました。
　また、同日、第100回理事会を開催し、新役員の互選により、会長に加茂太郎理事（新任、千葉県・
（株）加茂牧場）、副会長に大井幸男理事（新任、岐阜県・大井牧場）及び砂流裕美子理事（再任、島根
県・砂流牧場）が選任されました。

つなぐ 続ける 育てる


